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呼吸器感染症 に対す るNY-198の 臨床成績

松 島 敏 春 ・池 田 博 胤 ・安 達 倫 文 ・富 澤 貞 夫

川 西 正 泰 ・田 辺 潤 ・田 野 吉 彦
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新しいピリドンカルボン酸系抗菌剤NY-198を,呼 吸器感染症11例に使用し,その有効性,安全性

を検討した。

NY-198は1日600mg,毎 食後経口投与を原則とし,投与期間は7日 より51日嵐 平均15-5日であっ

た。下気道感染症7例 に対する臨床効果は,著 効1,有 効4,や や有効1,無 効1で あり,肺炎2例

に対しては共に有効,肺 癌に合併した肺化膿症では無効であった。全体としての有効以上の有効率は

70%で あった。細菌学的効果は喀痰分離菌12株中8株 が消失し,消失率66.7%で あった。副作用は1

例で軽い口内乾燥感,1例 で軽い体の落下感があったが,薬 剤の継続投与は可能であり,使用終了に

より直ちに消失した。臨床検査値の異常は使用前より軽度上昇のみられた1例 で前値よりも軽いトラ

ンスアミナーゼの上昇を認めたが,使 用終了により旧に復した。

以上よりNY-198の 基礎疾患を有する呼吸器感染症に対する臨床的有効性は70%と 高く,強い副作

用も認められないことより,本剤の有用性が示唆された。

北陸製薬にて新 しく開発された ピリドンカルボン酸系

合成抗菌剤NY-198は,幅 広 い抗 菌スペク トル,優 れた抗

菌力,高 い安金性な どを有することが,in vitro実 験か ら

臨床 第2相 早期試験迄で示されてお り,臨 床的有用性が

期待 され る、従 って今回,呼吸器感染症 に対 しNY-198を

使用 し,そ の有効性,安 全性 などを検討 した。

I 対象 な らび に方法

昭和61年7月 か ら12月 迄の半年間 に,当 科 に入院 した

呼吸器感染症患者8名 と,外 来通院中の呼吸器感染症患

者3名 の計11名 を対象症例 と した。疾患の内訳は,下 気

道感染 症7例,肺 炎2例,肺 化膿症1例,肺 非 定型抗酸

菌症(以 下,肺AM症 と省略)1例 で あった。 ただ し肺

AM症 の1例 は,下 気 道感染の合併 を考えて投 与開始 し

た ものであるがAM症 その ものの増悪に よる症状 であ

るこ とが判明 したので,有 効性 の判定か らは除外 した。

NY-198の 投 与は,1カ プセル100mgの カプセル剤 を,

1日3カ プセルあ るいは6カ プセル(300mg～600mg),毎

食後 に分3で 経 口投 与 した。投 与期間 は7日 よ り51日

迄,平 均15.5日 であ った。

臨床的効果 は,発 熱 白血球増 多,CRP陽 性,膿 性痰

な どの改善 から評価 し,細 菌学 的効果 は,喀 痰分離菌の

消長に より評価 した。安全性 は,副 作用の有無 と臨床 検

査値異常出現の有無 よ り判定 した。 これ らの臨床的効果,

細菌学的効果 安全 性の3者 を勘案 して,有 用性を判定

した。

II 成 績

NY-198を 使用 した下気道 感染症症 例7例 をTable

1に 示 した。症例 は47歳 か ら71歳 迄,平 均56.7歳 であ

り,男2例,女5例 であった。下気道感染症の基礎疾患

は,気 管支拡張症2例 慢性気管支炎2例 陳旧性肺結

核1例,肺AM症1例,脳 梗塞後1例 で,何 らかの基礎

疾患が全例 に認 め られた。NY-198の 使 用量は600mg 1

日を原則 とし,症 例3で は トラ ンスア ミナーゼの軽度の

上昇 を認めた ことよ り,後 半1週 間を300mg/日 に減量し

た。使用期 間 は10日 よ り17日 迄,平 均13.4日 閥であっ

た。前述の効果判 定に基づ いた臨床的効果は著効1例,

有効4例,や や有効1例,無 効1例 であ り,喀 痰分離菌

はイ ンフルエ ンザ菌3株 パ ラインフルエ ンザ菌1株

黄色 ブ ドウ球菌1株,緑 膿菌1株 は消失 した。肺炎球薗

緑膿菌の各1株 が残存 し,緑 膿菌の1例 が黄色ブ ドウ球

菌に交代 していた。 副作 用は1例 で軽い口腔内の乾燥感

を訴 え,同 例 でGOT, GPTの 軽度の上 昇が認め られ

た。なお本症例は,使 用前か ら トランスア ミナーゼ は僅

かに高 く,使 用後はすみや かに旧値 に回復 した。

肺炎,肺 化膿症,肺AM症 に対す るNY-198の 使用成

績 をTable 2に まとめた。年齢 は38歳 か ら74歳迄,平 均

60.8歳 で,男2例,女2例 で,肺 炎の2例 で は慢性気管
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Table 3. Clinical efficacy of NY-198 treatment

Efficacy rate: 70.0% (7/10)

Table 4. Bacteriological response to NY-198

支炎や気管支拡張症,副 鼻腔炎が基礎疾 患 として存在 し,

肺化膿症は肺癌 に合 併 した ものであ り,肺AM症 は陳旧

性肺結核病変 に合 併 した ものであ った。使 用量 は1日

600mgで,症 例9で は副作用 のため に使用5日 目よ り300

mgに減量した。使 用期間 は7日 よ り51日迄で,肺AM症

で51日間 と異常 に長 いの は,AM菌(Mycobacterimn

intmcellulare)に 対 す る効果 をみ てみた いためで あっ

た。本例は臨床効果判定 か らは除外 した。臨床的効果 は

有効2例,無 効1例 で,細 菌学的 にはイ ンフルエ ンザ菌

の2株 が消失,パ ライ ンフルエ ンザ菌のみ しか分離で き

なかった肺化膿症 が,黄 色ブ ドウ球菌 を分離す るように

なった。なお参考迄 に,AM症 の症例11で は,入 院時ガ

フキー6号 であった ものが,抗 結核薬 は使用 して いない

のにガフキー3号 迄 となった。 しか し,消 失す る迄 には

至らなかった。副作用 としては症例9で エ レベー ターで

降下する時のような落下感 を訴 えたが,軽 い もので あ り,

使用中止に より消失 した。

以上10例 の臨床効果 をま とめ た ものがTable 3で,著

効1,有 効6,や や有 効1,無 効2で あ り,有 効以上の

有効率 は,10例 中7例70%で あった。

喀痰 分離 菌 に対 す る細菌学 的効果 をま とめた ものが

Table 4で ある。黄色 ブ ドウ球菌1株 イ ンフルエ ンザ

菌5株 パ ラインフルエ ンザ菌1株 緑膿菌1株 の8株

が消失 してお り,消 失率 は分離12株 中8株66.7%で あ

った。 なお,緑 膿菌,肺 炎球菌の1株 が残存 し,黄 色 ブ

ドウ球菌 に交代 した ものが2例 あ らた。

臨床検査値 をTable 5に まとめた。明 らかな異常を示

したのは症例3のGOT, GPTの 軽度 の上 昇のみであっ

た。

III 考 察

ピリ ドンカル ボン酸系抗菌剤の歴史 は古 く,臨 床的 に

広 く使用 されるに至 ったnalidixic acid(NA,ウ イン ト

マ イ ロン)が 発 売 され て,約20年 に な る。 そ の後pir-

omidicacid(PA),pipemidic acid(PPA)な どが

発売 されて きていたが,1980年 代 にな りその抗菌域 をは

るかに広 くし,抗 菌 力をはるかに強 くした ピリ ドンカル

ボ ン酸系抗 菌剤 がnorfloxacin(NFLX)を 先頭 に,続
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々と開発さ礼 登場 して くることとなった。既に これ迄

に発売されてい るものは,NFLX, ofloxacin(OFLX),

enoxacin(ENX)で あるにす ぎないが,今 後 発売予定の

薬剤が続いてい る。

NY-198は1985年 に北陸 製薬 で開発 された ピ リ ドン

カルボン酸系の抗菌剤 で,そ のす ぐれ た抗菌 力,幅 広 い

抗菌域についてはHIROSE1)の 報 告をは じめ,種 々報告 さ

れてきてい る。更に,血 清 中濃度 も高 く,副 作用 も少 な

いことは既 に報 告 されてい る2)ので,私 共 は本剤 の臨床

的治験 を試みた。

今回,基 礎疾患を有す る呼吸器感染症10例 に本剤 を使

用し,有 効以上の有効率 は10例 中7例,70%で あ った。

それを既に発売 されてい るNFLX, OFLX, ENXの 川

崎医大での成績3～5)と比較す ると,NFLXの 呼 吸器感染

症に対する有効率 は10例 中4例,40%,OFLX使 用62例

の有効率は80.6%, ENX21例 中85.7%の 有 効率 に比べ,

NFLXよ り良 く,OFL)もENXに 少 し劣 る成績で あっ

た。ただ し,今 回は全例が呼吸器感染症 であ り,全 例 に

基礎疾患のある点を考慮す ると,OFLX, ENXに 勝 ると

も劣らない成績 と考 えて も可 と思われ る。

次に今回の除菌率は,12株 中8株66.7%と 高か っ

た。同じくOFLXの 成績80.4%に は劣 るものの,全 例 が

呼吸器感染症であ り,緑 膿菌3株 黄色 ブ ドウ球 菌1株

肺炎球菌が1株 な どが含 まれて い る点 を考 え る と,

OFLXの 成績に匹敵す るもの と考 え られる。

安全性に関 しては,NFLXで は副作用が な く,OFLX

では64例 中4例(6.3%), ENXで は27例 中1例 で消化

器症状,2例 で好酸球増多が認め られたのに対 し,NY-

198では1例 でエ レベーターで降 りる時の ような落下感

1例で口内乾燥 感,ト ランスア ミナーゼの軽度 上昇 が認

めら礼 一見高率に出るようにみ られた。 しか しその内

容は,何 れも極めて軽度のものであり,薬剤の投与継続

が可能で,ま た,投 与終了後はすみやかに元に復してい

た。すなわち,私 共が極めて注意深く観察している結果,

極めて軽いものを発見できたと考えら礼 前記の如き使

用継続可能であったことより,本薬剤の安全性は高いも

のと考えられる。

以上の如く,本剤の臨床的有効率70%,除 菌率67%,

極めて軽い副作用から,本剤の臨床的使用には期待が持

たれる。
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CLINICAL STUDY OF NY-198 IN PULMONARY INFECTIONS

TOSHIHARU MATSUSHIMA, HIROTANE IKEDA, MICHIFUMI ADACHI, SADAO TOMISAWA,

MASAYASU KAWANISHI, JUN TANABE and YOSHIHIKO TANO

Kawasaki Medical School, Kawasaki Hospital, Okayama

Clinical efficacy and safety of NY-198, a new quinolinecarboxylic acid derivate , were studied in 11 patients
with respiratory infection . Principally NY-198 was administered at 600 mg/day for 15.5 days on average.

Clinical response was excellent in 1, good in 6, fair in 1, and. poor in 2 cases. One case was not evaluated
because of atypical mycobacteria infection. The overall efficacy rate was 70% . Eradication of bacteria was
obtained in 8 of 12 strains (66.7%). As side-effects, mild wooziness and mild dry sensation in the mouth were
recognized in one case each , but there was no need to discontinue treatment. Slight and reversible elevation of
serum transaminase levels was also found in one case.

From these results, NY-198 is considered to be a useful drug for the treatment of respiratory infections .


